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研究の概要



目指す児童生徒像
「『鍛える 想う 求める』子供」

研究主題
自他の知をつなげ，粘り強く学ぶ児童生徒の育成

～ を軸とした授業づくりを通して～探究対話 貢献

学校教育目標
「かかわる つながる よく生きる」



育成を目指す資質・能力

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

知識・技能 思考力・判断力・表現力 自主性，主体性

後
期

構造化され生きて働く
概念的な知識や，自在
に活用できる技能が身
に付いている。

（実社会・実生活の中から）
問いを見いだし，効率的・効
果的に分析して，根拠を明ら
かにしながら，論理的に表現
することができる。

探究的な学習の過程におい
て，実社会・実生活の課題
を自分のこととして考え，
協働的に解決に向かい，社
会に貢献しようとしている。

中
期

新しく学習した言葉や
技能を正しく理解し活
用することが身に付い
ている。

（実社会・実生活の中から）
問いを見いだし，効率的・効
果的に分析して，根拠を明ら
かにしながら，順序立てて表
現することができる。

探究的な学習の過程におい
て，実社会・実生活の問題
を解決するために，（自分
の意思で）目標をもち，友
達と協力しながら解決に向
かい，社会とつながろうと
している。

前
期

新しく学習した言葉や
技能を正しく理解して
いる。

身のまわりから問題を見つけ，
集めた情報から考え，理由を
明らかにしながら，相手に伝
えることができる。

自分の生活を見直し，自分
の特徴やよさを知るととも
に，ちがう意見や友達の考
えを大切にしながら，身の
まわりのことと関わろうと
している。



課題 方策

❶探究課題が児童
生徒自身のものと
なっていない。

・探究課題に対し開いた問いづくりを行い，発達段階に
応じて分類する。 Ａ

・生徒に探究課題に係る基礎データを整理させ，データ
から「問い」を導き出す。 Ｂ

❷目的が不明確。情
報収集が形式化。

・実現したい姿を明確にし，その実現に必要な資源を検
討しながらプロジェクトを立ち上げる。「問い」を追究する
ために，必要かつ適切な情報収集を選択・実行。

Ｃ

❸学んでほしいこと
を児童生徒に順に
与えている。

・体験で終わる取組の廃止。 Ｄ

・「問い」の事前検討時に，生徒の発想を想定した対応
案を準備する。 Ｅ

❹「まとめ・表現」の
取組の停滞

・積極的に失敗させる。 Ｆ

・目的に応じた他者（専門家，行政，地域住民等）と協働
する場を仕組む。 Ｇ

❺探究のサイクルが
繰り返されない。

・提案型のゴール設定。 Ｈ

・「問い」の階層の整理。 Ｉ



昨年度の課題 本年度の方向性
❶ 各学年で扱う問い・単元づ

くりが単発的

・学年間の系統性が未整理

① 各学年で扱う問い・単元の
再構築

・学年間の系統性の整理
・「方策」の整理

❷ 総合的な学習の時間と各
教科等との関連付け

・各教科・領域等との関連付けが未整理
・年間指導計画の未整理

② カリキュラム・マネジメント
の充実

・データ活用や各教科等による防災学習と
の関連付け
・年間指導計画への位置付け

❸ ルーブリックの活用

・ルーブリックを活用した「単元末」の具体の
姿の想定不足
・児童生徒との目指す姿の共有不足

③ 指導と評価の一体化

・評価方法の工夫
・ルーブリックによる見取りの充実



昨年度の課題 本年度の方向性
❶ 各学年で扱う問い・単元づ

くりが単発的

・学年間の系統性が未整理

① 各学年で扱う問い・単元の
再構築

・学年間の系統性の整理
・「方策」の整理

❷ 総合的な学習の時間と各
教科等との関連付け
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② カリキュラム・マネジメント
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・ルーブリックによる見取りの充実



カリキュラムデザイン・開発単元



カリキュラムデザイン

学年間の
系統性の整理

データ活用

各教科等との
関連の整理



開発単元
（天応中１年）

防災学習

まちづくり



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：「つながろう天応」を受け継ぎ天応に住む人々との
つながりを作ろう。

【しかけ】対象とする相手との電話連携やミーティングを行いなが
らつながりを作る方法を探究させる。

課題：地域の防災力を向上させる取組をしよう。
【しかけ】地域や保護者等を対象としたアンケート調査の分析や外

部人材からのアドバイス等を活用しながら，
より良い取組を考えさせる。

対話 探究

第１次

対話 貢献

第２次



方策 Ｂ 【データ整理】

アンケート結果から問いや次の活動を見出させる



方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】
【必要な情報収集】



地域ボランティア団体と連携 他学年との意見交換

方策 Ｇ 【他者との協働】

方策 Ｆ 【失敗の経験】

自分たちが考えた取組案を伝えるが，「○○な場合はどうするの」等と指摘され，内
容を再検討しなければならなくなった。改善点を粘り強く考え，再度提案したりしな
がら，取組を決めていった。



幼稚園生への読み聞かせ 東ティモールとの交流

方策 Ｈ 【提案型のゴール】



防災学習

避難生活

開発単元
（天応小４年）



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：「健康」～もしもを想起して災害時に困ること～
【しかけ】経験された方の話を聞き，災害時と日常生活の違いに

気付かせる。

課題：災害時にも健康でいる方法を探究しよう。
【しかけ】危機管理課の方の話や実際に避難所に泊まり，災害時に

必要な物に気付かせる。

第１次

課題：自分たちの考えを多くの人に知ってもらおう。
【しかけ】広報誌等を作成し，助ける人になる意味や価値に気付かせる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



新体育館での宿泊体験

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】

方策 Ａ 【開いた問い】



体験活動は

課題解決のための「情報収集」

方策 Ｄ 【体験で終わらない】



防災学習

思いの
継承

開発単元
（天応小６年）



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：地域の防災の「これから」について探究しよう。
【しかけ】地域の方の話を聞き，防災学習の根幹には，まちづくりに

対する人々の思いが込められていることに気付かせる。

課題：新体育館に込められた思いを地域の人に発信しよう。
【しかけ】建設に携わった方の話を聞き，地域の防災拠点としての

役割に気付かせる。

第１次

課題：災害に強いまちづくりに参画しよう。
【しかけ】広報誌を作成し，地域とのつながりや伝統を受け継ぐ意味や

価値に気付かせる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



建設に携わった人とのつながり

方策 Ｇ 【他者との協働】



込められた思いを伝える

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

地域に発信
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ルーブリックの活用・振り返りの充実



ルーブリックの活用

ルーブリックに基づく

指導案の事前検討と研究協議
生徒への提示と自己評価



振り返りの充実①

ＩＣＴ機器の活用

タブレット上で作成した振り返りを
専用のシートに保存



振り返りの充実②

１枚ポートフォリオ



研究を下支えする取組



外部人材との協働学習
呉工業高等専門学校 教授・学生の皆さん



統計グラフコンクール



児童生徒の変容・成果



児童生徒の変容・成果

中学校 前

具体的なデータを記録し，分析をこころみているが・・・

具体的なデータを挙げて分析を行っているが，目的意識や相
手意識が薄く次の学習につながりにくい内容となっている。

単元の初めに活用した情報収集シートより



中学校 後
具体的なデータを挙げ，情報の整理・分析を行い，自分の
考えを導き出している。

根拠（分析結果）をもと
に，自分の考えをまとめ
ている。

課題解決のための視点が
より具体化

ワークシート「仮説・分析・考察シート」より

相手意識をもった
データ分析



前小学校

１学期の防災集会を運営した後の振り返りより

学習対象や自分自身に対する理解が深まったことなど
の具体的な記述が見られない。

学習対象や自分自身に対する理解が深まったことなどの
具体的な記述なし



後小学校 相手意識・目的意識をもち，計画を立て，粘り強く情報収集
やまとめ・表現に取り組んでいる。

来校されたお客様に体育館棟を案内した後の振り返りより

他者への効果的な表現学習対象への理解の深まり



令和４年度 学習アンケート（肯定的な回答％）

項目
（１）
課題意識

（６）
整理・分析

（８）
表現

４月 93.7% 90.7% 91.5%

１月 98.5% 92.3% 87.0%

前後差 + 4.8% + 1.6% - 4.5%

（１）授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろう」，「やってみたい」と思います。

（６）授業では，情報を，比べたり（比較），仲間分けしたり（分類），関係を見付けたり（関係付け）して，何が分か
るのかを考えています。
（８）授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫しています。

対象：小５～中３



本年度の課題・次年度の方向性



本年度の方向性 結果
① 各学年で扱う問い・単元の

再構築

・学年間の系統性の整理
・「方策」の整理

①総合的な学習の時間の全体計画および年間
指導計画の修正（各学年の系統性の整理）

②①の内容をカリキュラムマップへの反映
③カリキュラムマップにおける「データの活用」
の位置付け

④総合的な学習の時間と他教科等との関連の
再整理

⑤教科等との関連を意識した授業づくりを実施

② カリキュラム・マネジメント
の充実

・データ活用や各教科等による防災学習と
の関連付け
・年間指導計画への位置付け

③ 指導と評価の一体化

・評価方法の工夫
・ルーブリックによる見取りの充実

①ＩＣＴ機器を活用した振り返り方法の充実
②１枚ポートフォリオの活用
③ルーブリックに基づく授業づくりと研究協議



本年度の課題 次年度の方向性
❶ 児童生徒の「表現」に関す
る肯定的な回答の割合

・「分かりやすい発表」に関する指導不足
・理由や根拠をもって発表させる指導が
未だ不十分

① 学びを社会に還元する取
組の充実

・多様な表現方法および相手（受け手）から
のフィードバックの充実

❷ 各学年における探究的な
学習の進め方

・児童生徒の「問い」を生かして考えさせる
指導が未だ不十分
・ファシリテート力の不足

② 探究的な学習における
持続可能な体制づくり

・単元の方向性および展開に関する研修の
充実
・ＴＴ体制の再構築

❸ ルーブリックの活用

・児童生徒との目指す姿の共有が
未だ不十分
・ルーブリックを提示したことによる
児童生徒の学習意欲の鈍化

③ ルーブリックに基づく児童
生徒の見取りの充実

・ルーブリックの提示の仕方の工夫


